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５－１．本市の骨格的な景観構造 

本市は、都市化の進展に伴い古くから形成されてきた田園や丘陵などの風景は変貌をし

てきていますが、南北に貫流する寝屋川や西部の淀川河川敷、市街地背後の生駒山系の丘

陵などの地形的な特色とともに、高宮廃寺跡や寝屋長者屋敷跡の周辺のまちなみ、河川・

水路・ため池など、まだ多くの景観を形成するうえでの資源は残されています。 

このような中、近年、本市の都市核と位置づけられる京阪寝屋川市駅や京阪香里園駅の

駅前では、市街地再開発事業が実施され、玄関口の景観が変わろうとしています。 

特に、京阪寝屋川市駅の東側地区では、市街地再開発事業とともに、都市計画道路寝屋

川駅前線の整備が進められ、シンボルロードに相応しい道路や沿道の景観を形成していく

ことが必要です。 

一方、京阪寝屋川市駅の

西側においては、本市の名

称の由来でもある「寝屋川」

も市街化に伴い、市民の生

活とは空間的にも遠い存在

でしたが、寝屋川せせらぎ

公園や幸町公園が整備され

るなど、親水性を有した空

間が整備され、ゆとりとう

るおいのある空間となって

います。 

このような本市の地形的

特徴や市街地形成の歴史的

経緯等から、本市は右図に

示すように、“都市拠点”と

“軸”で景観構造が構成さ

れています。 

 

◇都市拠点：(1)京阪香里園駅周辺都市拠点   (2)京阪寝屋川市駅周辺都市拠点 

(3)京阪萱島駅周辺都市拠点    (4)ＪＲ東寝屋川駅周辺都市拠点 

◇軸   ：(5)東部丘陵緑地軸        (6)寝屋川河川軸 

 (7)淀川河川軸            (8)主要道路軸 

 

これら都市の骨格をなす都市拠点及び軸について、地形的、自然的な要因などを活かし、

美しいまちなみづくりの基盤を形成していく必要があります。 

５．本市の骨格的な景観構造と特性 
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(7) 淀川河川軸 

(8) 主要道路軸 

(1) 京阪香里園駅周辺の都市拠点 

(2) 京阪寝屋川市駅周辺の都市拠点 

(3) 京阪萱島駅周辺の都市拠点 

(4) ＪＲ東寝屋川駅周辺の都市拠点 

(6) 寝屋川河川軸 

(5) 東部丘陵緑地軸 

寝屋川市の景観構造図 
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５－２．骨格的な景観構成要素の特性 

(1) 香里園駅周辺の都市拠点 

香里園駅の東側の丘陵地では、交通環境の

改善や複合的な都市機能の集積、防災機能の

向上など、本市の北核として相応しい拠点と

なる『香里園かほりまち』の実現をめざし、

枚方市域も含めた市街地再開発事業により、

都市計画道路香里園駅東線や駅前広場、歩行

者デッキなどの公共施設の整備が進みつつあ

ります。 

市街地再開発事業とともに、現在検討が進

められている京阪本線（寝屋川市・枚方市）

連続立体交差事業などにより、まちなみは大きく変化しようとしています。 

 また、香里園駅の西側は、高度経済成長期に形成された密集住宅地区も広がっています

が、香里駅前線及び駅前広場が整備され、その沿道では、スーパーや中高層住宅などが立

地し、まちなみが変化してきています。 

市の北部の玄関としてまちづくりが進む香里園駅周辺では、市街地再開発事業や京阪本

線（寝屋川市・枚方市）連続立体交差事業、地形などの地域特性を活かした一体的な景観

形成が必要です。 

 

＜香里園駅西側の駅前広場周辺の景観（駅前広場の整備により変化するまちなみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜香里園駅西側の香里駅前線沿道の景観（中高層住宅の建設が進み沿道景観が変化しているまちなみ）＞ 

香里園駅東地区第一種市街地再開発事業の完成予想図 
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(2) 寝屋川市駅周辺の都市拠点 

寝屋川市駅は、駅の東側では昭和 50 年代に実施さ

れた市街地再開発事業の再開発ビルが立地するとと

もに、平成 13 年 10 月に京阪本線（寝屋川市）連続

立体交差事業による寝屋川市駅の高架化やそれに伴

い駅の東西において駅前広場が再整備され、駅の東

側では歩行者デッキが整備されています。 

また、現在、駅の東側の地区において実施されて

いる市街地再開発事業及び街路事業により、市のシ

ンボル的道路と位置づけられ駅前広場へのアクセス

道路となる都市計画道路寝屋川駅前線の整備が進められています。 

一方、西側地区では、駅前広場と隣接して流れる寝屋川の河川敷が寝屋川せせらぎ公園

として整備され、市民へうるおいの親水空間を提供しています。 

さらに、西側では、市域を南北に貫く友呂岐水路沿いに友呂岐緑地が整備され、桜の季

節など、市民の散策や憩いの場として親しまれています。 

市の中央部の玄関としてにぎわいや憩いの場づくりが進む寝屋川市駅周辺では、回遊性

の創出などとともに、地域資源を活かした一体的な景観形成が必要です。 

 

＜寝屋川市駅東側の景観（市街地整備により変化しているまちなみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜寝屋川市駅西側の景観（川沿いに並ぶ多様な看板）＞ 

差し替え要 

寝屋川市駅東地区第二種市街地再開発事業の完成予想図 
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(3) 萱島駅周辺の都市拠点 

萱島駅は、京阪本線（守口・門真・寝屋川市内）連続立

体交差事業時に萱島神社の大楠が残され、駅のシンボルと

なっています。 

萱島駅の西側では、駅の直近に下神田の古いまちなみが

見られ、その西側は門真市域の住宅地となっています。 

駅の東側には、寝屋川が流れ、市道萱島堀溝線沿いには

商店街があります。 

 萱島駅の後背に広がる密集住宅地区では、住宅市街地総

合整備事業や防災街区整備事業により、共同建て替えや協

調建て替え、主要生活道路の整備が進むとともに、萱島東

地区拠点的開発地区においてエルフラッツ萱島や萱島東住

宅（府営住宅）、いらか（特定優良賃貸住宅（府住宅供給公

社））などの集合住宅、からくる親水公園などが整備され、

密集住宅地区のまちなみから美しい景観のまちなみに変化しつつあります。 

市の南部の玄関として密集住宅地区の整備が進む萱島駅周辺では、さらに美しいまちな

みづくりが必要です。 

 

＜萱島駅周辺の密集住宅地区の景観（建て替えにより変化したまちなみ）＞ 

 

 

 

 

 

＜萱島駅北側の景観（多様な建物などが建ち並ぶまちなみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

＜萱島駅南側の景観（多様な建物などが建ち並ぶまちなみ）＞ 

 

 

建て替え前 建て替え後 

萱島神社の楠木 

萱島駅前広場 
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(4) 東寝屋川駅周辺の都市拠点 

東寝屋川駅周辺は、都市計画道路東寝屋川

駅前線の一部が供用されるなど、一定の基盤

が整い、商業施設の立地などにより地域の暮

らしの拠点となっています。 

東寝屋川駅の後背には、生駒のやまなみを

背景とした中高層住宅を中心とした住宅団地

や旧集落などとともに、北側には広大な寝屋

川公園があります。 

また、府道枚方泉佐野富田林線沿道では、

商業施設等も軒を連ね、まちなみも変化して

きています。 

市の東部の玄関としてまちなみが変化してきている東寝屋川駅周辺では、多様な地域資

源を活かした美しいまちなみづくりが必要です。 

 

＜東寝屋川駅南側の景観（商業施設や高層住宅が建ち並ぶ東寝屋川駅前沿道のまちなみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜東寝屋川駅北側の景観（旧東高野街道の面影を残すまちなみ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎、駅前広場 

東寝屋川駅前広場及び周辺の景観 
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(5) 東部丘陵緑地軸 

東部丘陵緑地軸には、寝屋川公園やその周辺緑地、太秦東が丘周辺の斜面緑地、明和・

打上周辺の緑地、高宮廃寺跡付近の緑地、住吉（大峰）山（打上）付近の緑地、国松丘陵

地の緑地など市域においても貴重な緑地環境を有しています。 

寝屋川公園の周辺緑地は、市内で最も多くの自然の緑地に包ま

れた地域で、大規模公園（寝屋川公園）をはじめ、第二京阪道路

や寝屋南土地区画整理事業地区、クリーンセンターなどの人工・

都市的施設や、寝屋の長者屋敷跡、寝屋神社などの歴史的な景観

資源があります。 

太秦東が丘周辺の斜面緑地は、丘陵地の住宅開発が進み斜面地

に残された自然の緑地で、その横を打上川が流れ、豊野浄水場や

第二京阪道路とその取り付け道路などの都市的施設があります。 

明和・打上周辺の緑地は、丘陵地の斜面地に残された緑地で、

中高層住宅や福祉施設が立地しています。 

高宮廃寺跡付近の緑地では、高宮の丘陵部の高宮廃寺跡（昭和 53 年国の史跡指定）付近

の自然緑地で、周辺には権現堂池、新池、宮池などのため池があります。 

住吉（大峰）山（打上）付近の緑地は、市域で最も高い標高約 100m の丘陵地にあり、

また、市内で比較的自然の状態がよく保たれている緑地があります。周辺には吉野池、中

池などのため池があり、住吉山からは眺望を楽しむことができます。また、国の史跡に指

定されている石宝殿古墳は、高地の樹林内にあり、水不足に困らないようにと祠られてい

る高良（打上）神社などの歴史的な資源を有し、付近に桜並木の打上配水池があります。 

国松丘陵地の緑地は、丘陵地に残された自然の緑で周辺にはこ

も池、中池、堂池などのため池があります。また、国松丘陵地の

西部平坦部に天然記念物に指定されているシイの社叢やアベマ

キ、アラカシ、クスノキなど市の保存樹を有する春日神社が位置

しています。 

このように、市域においても貴重な緑地環境を有する東部丘陵緑地軸では、都市生活の

中にうるおいをもたらす積極的な活用も含め、これらの緑地環境をできるかぎり保全して

いくことが必要です。また、第二京阪道路の広域交通網を利用した商業・流通・業務など

が複合的に立地する魅力ある都市拠点の創出や健全な市街地の形成、公園・緑地の整備な

どと連携し、丘陵の伸びやかな景観や市街地への眺望、新市街地におけるまちなみなどに

ついて、魅力ある景観を育むことが必要です。 

寝屋神社の鳥居 

打上川治水緑地から東部丘陵を望む 

国松丘陵の緑地 
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(6) 寝屋川河川軸 

全般的に景観資源が尐ない本市において、寝屋川は市域の中央部を巡り、上流部の自然

度の高い環境から密集住宅地区、あるいは都市拠点をネットワークするきわめてシンボル

性の高い景観条件を有しています。 

寝屋川の川沿いには、自然的資源として寝屋川の流源そのものが、歴史・文化的資源と

して八幡神社や伝・秦河勝の墓、千種庄右衛門碑、三本松、行基みち、旧交野街道、旧山

根街道が、人工・都市的資源として寝屋川団地や寝屋川公園墓地、打上川治水緑地、三井

団地、八幡台、府立高専、寝屋川浄化ポンプ場、池田秦線（桜木橋）、寝屋川市駅・萱島駅、

幸町公園（親水公園）、寝屋川せせらぎ公園（親水公園）、友呂岐緑地、深北緑地などがあ

ります。 

このように多様な資源が川沿いに分布する寝屋川の上流部では、

農地、斜面樹木などとともに、三井団地など大規模な住宅団地や

寝屋川公園墓地、打上川治水緑地など大規模な公園・緑地により、

緑の豊かな広がりのある景観となっています。 

市街地内を貫流する中流部では、水質の悪化や河川改修などに

よる景観面でのマイナスイメージもありましたが、近年、公共下

水道の整備により水質が浄化されるとともに、幸町公園や寝屋川

せせらぎ公園などの河川修景に配慮した親水公園の整備など本市

のシンボルとしての再生への取り組みを進め、より市民に身近な

存在となりつつあります。 

各所で河川や水路が合流する下流部では、多様な土地利用の混

在も見られますが、やまなみの眺望や旧集落の存在などにより、

比較的広がりのある景観となっており、河川、水路を利用した水

辺空間の創造をしています。 

このように、寝屋川河川軸は、上流部から下流部にかけて変化

に富んだ景観を有しており、今後はさらに親水性を高め、都市拠

点の整備などとともに、公共的施設空間において景観的な配慮を

充実していく必要があります。 

 また、橋詰にある樹木などのランドマーク、アイストップとして景観上重視される対象

については、積極的に保全し、特徴ある景観づくりに活用していくことが大切です。 

また、骨格的な景観として、寝屋川を軸とする「らしさ」の醸成、周辺地域との連携な

ど厚みのある景観整備・形成が必要です。 

流域に分布する景観資源を活かしながら、市民、事業者、行政の協働による「寝屋川河

川軸」の景観づくりを進めていく必要があります。 

 

寝屋川公園墓地付近の風景 

親水性を創造した幸町公園 

親水性を創造した 

寝屋川せせらぎ公園 
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(7) 淀川河川軸 

淀川は、長い歴史的な背景を有するとともに、利

水・治水など地域と大きなつながりを持っています。 

また、「淀川河川公園」は、広域的なレクリエー

ションの場として親しまれているとともに、淀川河

川敷の通景とともに、対岸の北摂山地が眺望できる

など、広がりのある景観が形成されています。 

淀川の川沿いには、歴史・文化的資源として旧京

街道や幹線水路沿いの桜並木、太間天満宮が、人

工・都市的資源として大阪府立水生生物センターや

太間排水機場、寝屋川導水路、淀川新橋、国道１号

（京阪国道）や鳥飼仁和寺大橋、茨木寝屋川線、（都）

＊千里丘寝屋川線、寝屋川点野住宅、寝屋川仁和寺

住宅などがあります。 

＊（都）は都市計画道路の略。以下、都市計画道路を(都)と略 

このように多様に分布する資源の中でも、大阪府

立水生生物センター、寝屋川導水路、太間排水機場

及び桜並木が続く幹線水路などは川と人のつながりを感じさせます。 

また、国道１号（京阪国道）や鳥飼仁和寺大橋の景観、中層住宅団地といった現代的な

景観要素も分布しています。 

淀川河川軸では、これらのさまざまな要素の調和を図るとともに視線を遮るもののない

広々とした景観を壊すことなく、全体としてウォーターフロントの雰囲気をつくり、市民

に身近なものにしていくとともに、淀川の自然環境の保全などを通じて本市ならではの景

観を形成していくことが必要です。 

  

 

 

 

淀川河川公園を介して北摂のやまなみを望む 

太間付近から望む淀川河川敷の風景 
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(8) 主要道路軸 

道路軸の景観は、道路空間そのものの景観とともに、沿道の土地利用、建物、その他さ

まざまな要素によって構成されています。 

主要道路軸は、都市構造の骨格を構成するとともに、まちなみを誘導していくうえでは

重要な役割を果たし、道路や沿道における景観形成・整備は「まち」にとっては大切です。 

また、市民にとってもより身近な存在であり、市域全体の景観整備を進める上でも効果

的であると考えられます。 

このように、本市の都市構造の骨格を構成する主要な道路軸の景観上の特性をみると、

次のようになります。 

◇国道１号（京阪国道）・国道 170号（大阪外環状線） 

国道１号（京阪国道）や国道 170 号（大阪外

環状線）などの広域的な幹線道路の沿道では商

業・サービス業・工業などの立地が活発です。 

これらの道路では、沿道の事業所の敷地外構

の殺風景さや広告看板の色彩、大きさ、数量あ

るいは設置場所などにおける煩雑さがあります。 

道路サイドにおいても、ガードレールなど交通安全施設の景観的配慮が望まれます。 

◇京都守口線・八尾枚方線・枚方富田林泉佐野線・国道 163号 

これらの幹線道路についても、本市の市街地形成に果たしてきた役割は

大きいものといえますが、沿道では住工混在など沿道土地利用上の課題を

持っています。 

特に、京都守口線沿道では、工場転出跡地への商業施設の進出や中高層

住宅の建設が進み、まちなみが変化しつつあります。 

◇（都）千里丘寝屋川線・（都）梅が丘黒原線  

（都）千里丘寝屋川線は、鳥飼仁和寺大橋により北摂地域と北河内地域

を結ぶ重要な道路と位置づけられ、（都）梅が丘黒原線とともに市内にお

いても市街地の整備上大きな役割を担っています。沿道は、商業施設の進

出や中高層住宅の建設が進み、まちなみが変化しつつあります。 

◇（都）池田秦線 

（都）池田秦線は、市域を東西につなぐ重要な幹線道路であり、沿道に

は市役所や総合センター、打上川治水緑地、寝屋川公園墓地などの自然を

活かした公的施設が立地しています。 

◇第二京阪道路 

 第二京阪道路は、広域を結ぶ幹線道路及び高速道路であり、沿道には

寝屋川公園や住宅、農地などがあります。今後は、幹線道路の沿道とし

てまちなみも大きく変化していくものと考えられます。 

石津付近の府道京都守口線沿道の風景 

木屋付近の国道１号（京阪国道）

沿道の風景 

緑町付近の国道 170号沿道の風景 

大利町付近の池田秦線沿道の風景 

高柳付近の千里丘寝屋川線沿道の風景 

第二京阪道路の景観 
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５－３．一般市街地（地区レベル）の景観特性 

一般市街地での景観形成にあたっては、地形条件やさまざまな景観資源の分布、市街地

の特性などから＜小さな景観構造～身のまわりの景観＞に着目して、方向づけを行う必要

があります。 

 

(1) 小さな景観構造～身のまわりの景観 

＜小さな景観構造＞として各

地域に残されている“水”と“緑”、

旧集落などの景観資源を保全し、

活用することにより、特色ある

まちなみ景観を創出し、地区の

特性を活かした個性的な景観形

成を通じて「“水”と“緑”につ

つまれた魅力ある都市景観の創

造」を図っていく必要がありま

す。 

  本市は、市街地形成過程の中

で、きわめて多様な市街地が形

成されてきています。 

一般市街地では、特に中部か

ら西部の平坦地域では、密集住

宅地区があるほか、住商及び住

工が混在している地区もありま

す。これらの地区では親しみやすい雰囲気も感じられ、これを壊すことなく景観形成の誘

導を図っていく必要がある。 

また、市街地の中に残された旧集落や社寺林、その他の歴史的な資源、農業地域であ

った頃の名残りをとどめる水路網、介在農地などが密集感を緩和している状況にもあり

ます。 

また、東部丘陵部では、計画的市街地（低層、中高層）が形成され、街路樹や生け垣な

どによる緑豊かな環境がつくられています。また、旧来からの集落の景観やため池、小河

川などの水環境、社寺林などの緑環境が散在し、全体としてうるおいのある景観が残され

ています。 

 

 

 

小さな景観構造 

形態 環境イメージ 景観資源 景観の種別 

面 
 

的 
 

・ 
 

点 
 

的 

   

   

線
的 

   

 

雰囲気 市街地 親しみやすい

雰囲気 下町的 

環境上の課題 市街地 密集 

住商・住工の混在 

過密感の緩和 

歴史的な資源 市街地に埋没して

いるような旧集落 

社寺林等 

水路網／介在農地 農業地域であった

頃のなごり 

一体化した住宅地景観 市街地 計画的市街地 

（低・中高層）の景観 

生け垣など 

うるおいの景観 旧来からの集落 

ため池／小河川 

緑豊かな環境 社寺林など 

集落景観 

水辺の景観、親水景観 

緑の環境 

地区街路網 市民の生活道路 “わきみち”景観 
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(2) 一般市街地の景観の考え方 

一般市街地の景観については、次のような要素に注目し「寝屋川らしい」市街地景観の

醸成をめざすことが必要です。 

 

 

Ａ 水環境 

Ａ－１ 小河川、水路 

 市域の西部では、農業用・排水路が縦横に走り、あちこちで水を感じることができる場

所があります。 

 市街地の密集住宅地区の課題はあるものの、公共下水道の整備により水質は改善され、

市街地の中のネットワークの一つとして位置づけ、活用を図りたい要素です。 

 小河川、水路などの合流点は、こうした中でもシンボル的な意味を持ち、景観上大切に

したい場所です。 

Ａ－２ ため池 

 丘陵部に点在するため池は、農地が尐なくなる中で、その役割が薄れつつあります。し

かし、水の持つうるおい、清涼感は都市生活に欠かせないものです。 

また、水鳥の飛来や水生動植物の生息は、自然の生態系と人間生活のふれあう場として

貴重な環境を有しています。 

 一部のため池は、都市公園の中に取り入れ、整備を進めてきており、さらなる水質の改

善など、今後も充分に保全・活用していきたい要素です。 

Ｂ 眺めのよい場所（視点場） 

 やまなみを眺める、河川の通景を楽しむ、自分たちの住んでいるまちを見渡すことなど

は、現在の都市生活の中では貴重な体験となりつつあります。 

 道端、橋、堤防上など人々が気軽に立ち寄れる場所で、眺望を楽しめる場所をつくるこ

とが大切です。ちょっとした配慮で、生活にうるおいをもたらすことができます。 

 

 

Ｃ 旧街道 

 現在も機能している旧街道は、路地や細い街路などとも結ばれ、通学・通勤や買物の道

として地域に密着した生活道路としての機能を果たしていますが、地域のまちなみとの調

和を図り、景観的にも重視される必要があります。 

Ｄ 社寺林 

 市内各地に分布する社寺境内には、歴史を感じさせる雰囲気とともに、樹齢を経た大樹、

樹叢があり市街地における貴重な緑の環境として位置づけることができます。 

 現状では、周辺の市街地の進行によりその存在が薄れてきていますが、その存在を明ら

かにし、保全・活用を図る必要があります。 

自然的な環境 

歴史的な環境 
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Ｅ 道筋、街道 

 本市における初期の市街地は、スプロール的な路地や細い街路により構成されており、

交通面などの課題がありますが、古くからの形態を残しているものもたくさんあり、地域

固有の資源である旧集落のまちなみなどの特徴にあわせた景観的配慮を図る必要がありま

す。 

Ｆ 農地 

 市街化区域内に残存する農地は、生産緑地を除いて基本的には市街化の対象と位置づけ

られますが、密集住宅地区などにおいては貴重なオープンスペースとしての役割を果たし、

道を歩く人たちにうるおいと安らぎを提供しています。 

 今後、農業体験、レクリエーション利用など都市生活の魅力を向上させる場や市民交流

の場として位置づけ、保全・活用を考えていくことが必要です。 

Ｇ 小公園・広場 

 小公園・広場は、子どもたちや高齢者をはじめ地域の人々に愛される存在であり、今後

は、さらに地域の景観づくりの核となるよう、また、維持管理を含み地域コミュニティの

核となるよう、充実を図っていくことが必要です。 

Ｈ 幼稚園、小・中学校 

 幼稚園、小・中学校などは、地域におけるシンボル性は高く、敷地周辺の植栽などによ

る緑化、建築物の景観への配慮は、街角の景観づくり、子どもたちへの情操教育などとも

あわせて重要です。 

Ｉ その他公共的施設 

 市内の公共的施設は、都市景観づくりをリードする存在です。全市レベルから地域レベ

ルにいたる各種の施設について、充分な景観的配慮を行う必要があります。 

Ｊ 商店街 

 市内各地に分布する商店街は、幹線道路沿道への大型店の進出などにより、様相が変化

してきていますが、地域の日常生活の場としてにぎわい、親しまれています。特に、商店

街は、主として前記の「Ｅ 道筋・街道」に比較的多く分布し、まちなみのランドマーク

ともなっているため、日常生活の買い物や人々の交流などの場として充実していくことが

必要です。 

Ｋ 密集住宅地区など 

 本市では、老朽木造賃貸住宅が多く集まる密集住宅地区について、市民参加による整備

計画を作成し、共同建替えなど住環境の整備を進めています。 

 これらの事業による街区の再編成にあたっては、街路・広場の確保、壁面緑化の推進、

建物の意匠の配慮などにより、新たな市街地景観の創出も期待でき、まちなみの景観を誘

導していくうえでは重要な要素です。 

都市施設などの地域固有の資源（人工・都市的資源） 
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(3) 主要な景観構成要素 

一般市街地における主要な景観構成要素は、次のようなものとして整理できます。 

構成要素を＜面的・線的・点的＞といった要素の形態と広域から市域、基本エリア、景

観基本単位（地区）といった領域の広がり、さらに、自然的＜眺望＞、歴史・文化的、人

工・都市的といった要素によって区分し整理しました。 

 これらは、今後の景観形成・整備の取り組みにおいて、地域ごとに景観資源を要素によ

り区分することにより、その地域ごとの特性を明らかにし、その地域の特性に応じた景観

形成・整備の展開を図ります。 

 

主要な景観構成・要素の整理 

要素の形態 圏域要素 線的要素 点的要素 

  領域の 

広がり 
要素 

広域的広がり 

（北河内地域） 
市域 

基本 

エリア 

広域的広がり 

（北河内地域） 

基本 

エリア 
景観基本単位 点的要素 

 

自
然
的
景
観
（
眺
望
）
資
源 

       

 

歴
史
的
・
文
化
的
資
源 

       

 

人
工
・
都
市
的
景
観
資
源 

       

 

 

 

 

●生駒山系のやまなみ 

（山麓部） ●東部丘陵地 

●斜面樹林 

●寝屋川河川軸～河川・水路網 

幹線水路－桜並木 

●打上川治水緑地 

●深北緑地 

●斜面残存樹林 

●淀川河川敷－淀川レクリェーション拠点－淀川の通景・堤防上からの眺望 

●讃良川堤防上からの眺望 

●石宝殿古墳付近の眺望 

●条里制遺構 

●貴重な植生など 

 高宮廃寺跡 周辺樹林 

●歴史的街道 ●旧集落・一体と

なった農地 

●社寺林 

●旧家・水屋 

●寝屋川公園 ●市域東部・南部の田園風景 

●東部丘陵住宅地 

●香里園・寝屋川市・ 

萱島・東寝屋川駅前 

             

●市役所周辺 

●広域的幹線道路沿道 

国道１号（京阪国道）、京都守口線、大阪外環状線

（国道 170 号）、八尾枚方線、千里丘寝屋川線、梅

が丘黒原線、第二京阪道路 

●広域地域歩行者道 
●自転車道沿道 

●地域的幹線道路－池田秦線 

●太秦萱島線・街路 

 生活道路～コミュニティ道路 

●緑道 

●友呂岐緑地 

●南寝屋川公園 

●駅・商業施設 ●市民会館 

●総合センター 

●学校 

●街区公園 

小公園・広場 

など 

●近隣公園 

●まちなみ 

戸建て住宅地 

集合住宅団地 

●寝屋南土地区画整理事業地区 ●寝屋線 

●寝屋川駅前線 

●文化と歴史のネットワーク散策コース 
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(4) 一般市街地の景観特性と課題 

本市の市街地の現状や＜小さ

な景観構造＞から＜身の回りの

景観＞など景観の特性から市域

を区分すると、大きく西部・中

央・東部の３つのエリアに分け

ることができます。 

 

＜西部エリア＞ 

淀川河川敷の通景から平坦地

域に市街地が広がっていますが、

現在もなお多くの水路や農地が

残り、水や緑を活かした親しみ

のある市街地景観の形成が期待

できます。ここでは、都市基盤

整備の推進と合わせた「水と緑

に親しめる」景観形成を図って

いくエリアです。 

 

＜中央エリア＞ 

大阪都市圏における人口急増の受け入れ地域として、鉄道駅を中心とする密集住宅地区

が形成されています。しかし、市民の流れが集まり、にぎわいのある都市的な楽しみの場

ともなっており、生活中心におけるシンボル的な景観の形成・整備とうるおいづくりが望

まれるエリアです。 

 

＜東部エリア＞ 

土地区画整理事業による計画的な住宅地が形成される一方、市街化調整区域における樹

林地、農地などの緑も残されている地域です。 

一方、JR 片町線（学研都市線）のサービスの向上や民間開発などとともに、広域のレク

リエーション拠点として「寝屋川公園」の整備が進められています。さらに、広域幹線道

路である第二京阪道路が整備され、周辺の土地利用に大きな変化が予想されます。 

ここでは、住宅地における良好な居住環境の保全とともに、歴史的資源やレクリエーシ

ョン空間の緑を活用し、緑豊かな都市景観の形成を図っていくエリアとして位置づけるこ

とができます。 

 

一般市街地のエリア別都市景観の特性・課題 


